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【序論】Pb-Perovskite を光吸収層に用いた有機-無機ハイブリッド太陽電池は高い変換効

率を示し注目を集めている。我々は 低温成膜が可能な酸化亜鉛ナノ粒子を電子輸送層とし

たペロブスカイト太陽電池を作製し変換効率 7.9 %を得た[1]。しかしながら、この

CH(NH2)2Pb(I1-xClx)3薄膜は大気中での安定性に乏しいという欠点がある。有機カチオンが

CH3NH3+（MA）のペロブスカイトに関して Brに置換することにより大気安定性が向上す

る報告例はあるが有機カチオンが CH(NH2)2+(FA)のペロブスカイトに関してはまだない[2]。

今回、酸化亜鉛ナノ粒子上に大気中で安定であり、広範囲の波長の光を吸収する FAPb(I1-

xBrx)3薄膜の作製を試みた。 

【実験】ガラス/ZnO ナノ粒子上に Pb(I1-xBrx)2溶液をスピンコートした後 FAI1-xBrxの 2-

プロパノール溶液に浸漬して、FAPb(I1-xBrx)3 を成膜した。また、作製した FAPb(I1-xBrx)3

薄膜を大気中に暴露し安定性の評価をした。 

【結果】作製した FAPb(I1-xBrx)3 UV-Visスペクトルを示す。（図 1）Brの置換量が増加す

るに伴い吸収端が短波長側にシフトしていることが確認できる。Iと Brのモル比が 3：1の

FAPb(I1-xBrx)3は吸収端がおよそ 760 (nm)であった。この FAPb(I1-xBrx)3薄膜と FAPbI3薄

膜の安定性を比較した。（図 2）Brに置換しない場合、1日で PbI2に分解してしまうが、Br

に置換することにより安定性が向上することが確認できた。当日は試作した太陽電池の結

果を含めて報告する予定である。 
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図 1:Br置換によるFAPb(I1-xBrx)3の

吸収端のシフト 

図 2:大気安定性の比較 

左：FAPbI３ 右：FAPb(I1-xBrx)3 (I:Br=3:1) 
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